
令和7年の労働災害

死亡者数 8 人
死傷者数 392人

北海道最低賃金 時間額
令和７年10月４日改定 1075円

第14次 3年目
労働災害防止計画
目 死亡者数５人以下
標 死傷者数465人以下

帯広労働基準監督署・帯広労働基準協会

無災害表彰制度

掲示板

■“災害ゼロ”の目標、
改めて意識して
みませんか？

■積み重ねの結果

ー１０月末現在ー

この通信は誰もが安全で健康に働く十勝を実現するため、各会社の安全衛生などの取組を発表して
いただき、地域の皆様の安全衛生の意識向上を図り、労働災害減少を目指すものです。

とかち労基通信令和７年１１月号 №１１
～誰もが安全で健康に働く十勝のために～
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転ばないコツ教
えます 札幌
発︕冬道を安
全・快適に
歩くための総合
情報サイト▶
（ウィンターライフ
推進協議会）

死亡災害が多発しています。～令和元年以来最多～
■死亡者数8人は令和元年以来の多さです。
〇業 種 建設業が４人、製造業、林業、清掃・と畜業、道路貨物運送

業が各１人
〇事故の型 墜落が３人、激突され、転倒、はさまれ・巻き込まれ、おぼ

れ、交通事故が各１人
〇起因物 動力機械が３人、物上げ装置・運搬機械、環境等が各２人、

仮設物・建築物・構築物等が１人
起因物に着目すると機械に関する災害（機械に挟まれた、機械ごと転落し

た等）で５人が亡くなっており、機械操作は慎重にしましょう。

冬季の労働
災害防止に
ついて
北海道労働局
HP▶

直近３年の事故の型別（R4-6）

転倒災害に気をつけましょう。
■直近３年の休業４日以上の労働災害を
事故の型別に分析すると転倒が最多

（２７．４％）です。
■転倒災害は冬季に５割以上が発生して
います。

■転倒は高齢になると重症化する傾向が
あります。

３ 転ばない、転んでもけがをしにくい身体
づくり

２ 転倒時のけがを軽減させる服装の励行
▲転倒予防体操
（ウィンターライフ
推進協議会）

１ 気象条件に応じた転倒防止対策

 凍結路面
 再凍結した場所
 除雪機械等が通過した直後
のつるつる路面

 交差点の手前（横断歩道）
 薄っすらと雪が積もった道路
 屋外階段

こんな場所は要注意︕

＜転倒防止のポイント＞



◎ＱＲとｱﾌﾟﾘを利用したﾋﾔﾘ・ﾊｯﾄ活動
　ヒヤリハット活動の活性化を目的とし、２０
２４年度よりＱＲコードとアプリを利用した活

動を実施しています。

№4落石により
石が激突

事業所名　：㈱Ｊ－ＰＯＷＥＲハイテック　発電事業本部　北海道統括センター　上士幌事業所
地　　　域：本社（東京都）　北海道統括センター（札幌市）　上士幌事業所（河東郡上士幌町）
業界・業種：建設業（水力発電設備の保守点検他）
従業員数　：全社約1,200名　上士幌事業所：77名（ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾀｰ含む）

上士幌事業所における労働災害発生防止に向けた取り組み

当社は、Ｊ－ＰＯＷＥＲが保有する、十勝管内のダム（8地点）・水力発電所（9地点）の設備保守・点
検他業務を行っております。
安全活動については、全社共通の取り組みに加え、各事業所単位での取り組みを交えながら、労働災害
防止に努めています。
今回は、活動の一部となりますがご紹介させていただきます。

◎重大リスクマップの作成
　全社の取り組みとして「繰り返し型災害の
防止」を目的とした重大リスクマップを作成
しています。
　各設備の危険源を洗い出し、図面等を用い
てマップ化し、見える化することで、社員、
パートナー企業従業員を含め関係者と危険箇
所と災害事例を共有し、繰り返し災害の撲滅
に取り組んでいます。

落水事故の経験から着衣状態の落水体験訓練をされているのが大変素晴らしいです。救助方
法も訓練されており、今後も事業場に即した安全対策や訓練を継続していただきたいです。

事務局からのコメント


